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村
で
は
、
新
し
い
白
方
小
学
校
の
建

設
に
伴
う
基
本
設
計
を
委
託
す
る
設
計

者
を
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル（
提
案
書
）方
式

に
よ
り
特
定
し
、
来
年
３
月
の
基
本
設

計
完
成
を
目
指
し
て
建
設
事
業
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
１
基
本
設
計
…
基
本
的
な
事
項
を
ま

と
め
た
設
計
書
の
こ
と
で
す
。
設
計

図
書
を
明
確
化
さ
せ
る
段
階（
実
施

設
計
）の
基
本
と
な
る
設
計
で
す
。

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
は
、
複
数

の
設
計
事
務
所
を
対
象
に
、
設
計
能

力
や
過
去
の
実
績
・
受
賞
歴
な
ど
の
事

項
と
、「
施
設
整
備
の
課
題
に
対
す
る

考
え
方
」な
ど
を
示
し
た
提
案
を
基
に
、

そ
の
内
容
を
客
観
的
に
審
査
し
て
設
計

者
を
特
定
す
る
方
法
で
す
。

　

村
で
は
、
次
の
５
つ
の
課
題
を
提
示

す
る
と
と
も
に
、
設
計
業
務
の
実
施
体

制
や
実
施
方
針
に
関
す
る
提
案
を
募
り

ま
し
た
。

①「
白
方
小
学
校
建
設
の
基
本
的
な
考

え
方
」
に
あ
る
、
基
本
理
念
の
３
つ

の
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
小
学
校
の

建
設

※
２
基
本
理
念
の
３
つ
の
テ
ー
マ

▽「
各
児
童
自
ら
が
楽
し
く
学
ぶ
こ

と
の
で
き
る
環
境
を
見
い
だ
す
場

と
し
て
の
学
校
」

▽「
地
域
社
会
の
各
世
代
の
教
育
に

貢
献
す
る
重
要
な
拠
点
の
ひ
と
つ

と
し
て
の
学
校
」

▽「
１
０
０
年
先
ま
で
時
を
経
る
に

従
っ
て
ま
す
ま
す
愛
さ
れ
る
学
校
」

②「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」と

今
日
的
課
題
で
あ
る「
安
全
・
安
心

な
学
校
づ
く
り
」
と
い
う
両
者
が
相

ま
っ
た
小
学
校（
地
域
住
民
の
利
用

お
よ
び
既
存
道
路
を
活
用
し
た
安
全

な
通
学
路
の
確
保
に
配
慮
し
た
施
設

へ
の
導
入
路
を
含
む
）

③
砂さ

塵じ
ん

対
策
お
よ
び
強
風
対
策
、
ま
た

古
墳
な
ど
の
埋
蔵
文
化
財
に
配
慮
し

た
造
成
と
学
童
ク
ラ
ブ
を
含
め
た
建

物
配
置

④
ス
パ
イ
ラ
ル
・
ア
ッ
プ（
完
成
後
も

検
証
と
改
善
を
続
け
て
い
く
こ
と
で

経
験
や
技
術
的
知
識
を
蓄
積
し
、
成

長
し
て
い
く
仕
組
み
）
に
基
づ
く
こ

れ
か
ら
の
小
学
校
建
設

⑤
そ
の
他
、
当
該
施
設
に
対
す
る
設
計

者
と
し
て
独
自
に
考
え
る
提
案

　

今
回
特
定
さ
れ
た
設
計
者
が
示
し
た

提
案
は
、「
白
方
小
学
校
建
設
基
本
設

計
者
特
定
委
員
会
」
に
お
い
て
高
い
評

価
を
受
け
、
新
し
い
白
方
小
学
校
の
建

設
を
実
現
し
得
る
経
験
と
能
力
、
意
欲

を
持
ち
合
わ
せ
た
最
適
な
設
計
者
と
し

て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

原研通り

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

白方小学校

位 置 図

日本
原子力
発電㈱

原電通り

い
ち
ょ
う
通
り建設地

新しい白方小学校の

建設に向けて

新しい白方小学校の

建設に向けて
問 合 せ　教育委員会学校教育課企画総務係

　　　　　　　　     （☎282-1711　内線1412）

新しい白方小学校のイメージ

※
２

※
１

５
つ
の
課
題
を
提
示
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安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

こ
こ
で
紹
介
し
た「
新
し
い
白
方
小

学
校
の
イ
メ
ー
ジ
」と「
新
し
い
白
方
小

学
校
の
配
置
計
画
案
」
は
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
設
計
者
か
ら
提
案
さ
れ
た

現
段
階
で
の
計
画

で
す
。
今
後
は
、

こ
れ
を
基
に
そ
の

内
容
に
つ
い
て
、

学
校
関
係
者
な
ど

と
十
分
な
協
議
を

重
ね
、
そ
こ
で
の

意
見
な
ど
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
よ
り

具
体
的
な
基
本
設

計
を
ま
と
め
て
い

き
ま
す
。

　

村
教
育
委
員
会

で
は
、
子
ど
も
た

ち
に
よ
り
良
い
教

育
環
境
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
一
日

も
早
い
新
し
い
白

方
小
学
校
の
完
成

を
目
指
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

新しい白方小学校建設のスケジュール
平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

基本設計、用地取得

実施設計、発掘調査

第１期工事（校舎、体育館ほか）

第２期工事（グラウンド、プールほか）

新しい白方小学校の配置計画案

今
後
の
予
定

　

村
内
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
登

下
校
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
は「
見
守
り
運
動
」

に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

村
で
は
、
11
月
17
日
か
ら
、
安
全
対

策
の
強
化
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
下

校
す
る
午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で
、
警

備
会
社
に
委
託
し
て
、
車
両
に
よ
る
小

学
校
通
学
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
学
校
・
地
域
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
問

合

せ 

教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
学
校
教
育
係（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
４
１
３
）

新小学校開校
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「東海村男女共同参画推進条例（仮称）」骨子案について
ご意見を広く募集します

　住民自治の推進と村民との協働によるまちづくりを進めていくためには、男女が

互いに人権を尊重し、社会のあらゆる分野において、その個性と能力を十分に発揮

される機会が確保され、対等に責任を分かち合うことができる男女共同参画社会の

実現が不可欠です。

　そこで村では、一人一人が個性豊かに生き生きと暮らすことができる男女共同

参画社会の実現を目指し、「東海村男女共同参画推進条例（仮称）」の制定を進めて

います。

家　庭
　家族はお互いに理解し合い、性別に

よる固定的な役割分担にとらわれず、

家庭とそれ以外

の活動が円滑

に行えるよ

うにしま

しょう。

職　場
　男女が、対等に参画できる機会を

確保し、仕事と家庭とが両立できる

職場環境を整備しましょう。

　教育関係者は、教

育を受ける者の男女共

同参画の推

進について

の関心・理

解が増進す

るよう努め

ましょう。

　自主的な啓発活動を

通じて、男女共同参画

の推進に努めましょう。

教　育　　　　 　　　地　域

東海村は必要な施策を実施していきます

4 ●
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男
女
が
お
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
責

任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個

性
や
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
、
平
成
11
年
６
月
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
」が
制
定･
施
行
さ
れ
た
の
を
受
け
、
村
で
は
、
平
成

12
年
度
に「
東
海
村
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画（
レ
イ
ン

ボ
ー･

ビ
ジ
ョ
ン
21
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
度
に
は
、
村
民
２
０
０
０
人
を
対
象
と
し

た
大
規
模
な
男
女
共
同
参
画
住
民
意
識
調
査
を
実
施

し
、
そ
の
結
果
を
基
に
、
平
成
17
年
度
に
は
、
第
２
次

レ
イ
ン
ボ
ー･

ビ
ジ
ョ
ン
21
を
策
定
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
男
女
共
同
参
画
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
16
年
度
か
ら
は
、
住
民
と
行
政
と
の
協
働

に
よ
り
、「
東
海
村
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例（
仮
称
）

案
」
に
つ
い
て
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
協
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
検
討
委
員
会
か
ら
の
報
告

を
受
け
、「
東
海
村
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例（
仮
称
）

骨
子
案
」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
公
表
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
条
例
案
は
、
東
海
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
ほ
か
、
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
、
中
央
公
民
館
、

図
書
館
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆

き
ず
な

」、各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

今
後
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
幅
広
い
ご
意
見
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
さ
ら
に

議
論
を
深
め
、「
東
海
村
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」

の
制
定
に
向
け
て
調
整
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ご
意
見
は
、
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
ま

た
は
郵
送
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）。

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
期　
　

間

　

12
月
12
日（
火
）〜
28
日（
木
）

▽
意
見
を
提
出
で
き
る
方

　

村
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、
お
よ
び
村
内
に
事

務
所
や
事
業
所
を
有
す
る
方

▽
そ

の

他

　

①
住
所
、
氏
名（
法
人
の
場
合
は
、
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
、
名
称
お
よ
び
代
表
者
の
氏
名
）、
電
話
番

号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、意
見
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

②
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
募
集

締
め
切
り
後
、
原
則
と
し
て
公
表
し
ま
す
。
た
だ
し
、

類
似
の
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、ま
と
め
て
公
表
し
ま
す
。

な
お
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
の
住
所
、
氏

名
等
の
個
人
情
報
は
、
公
開
し
ま
せ
ん
。
③
皆
さ
ん
か

ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
す
る
村
の
考
え
方

や
、「
東
海
村
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例（
仮
称
）
骨
子

案
」
の
修
正
内
容
を
、
東
海
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
く
予
定
で
す
。

▽
問

合

せ

　

企
画
総
務
部
自
治
推
進
課
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
交
流
係

（
〒
３
１
９
ー
１
１
９
２　

東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番

１
号　

☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
３
４
３　

FAX 

287
局

０
３
１
７　

電
子
メ
ー
ルjitisuisin@

vill.tokai.ibaraki.jp

）

事　　項 主な内容

前　　文

①日本国憲法で規定される個人の尊重

および法の下の平等　②男女共同参画

に関する国内外の動き　③村の取り組

みと特徴

目　　的

①条例を制定する目的を規定　②男女

共同参画社会の実現を目指し、施策を総

合的かつ計画的に推進すること

定　　義
男女共同参画の基本的な用語について

定義する

基本理念

①男女の個人としての尊厳の尊重　②

あらゆる暴力の根絶　③男女の意思決

定過程への共同参画　④国際的協調

責　　務
村、村民、事業者、教育関係者等の責務

について明らかにする

性別による　　

権利侵害の禁止

①性別による差別的な取り扱いの禁止　

②セクシュアル・ハラスメントの禁止　

③ドメスティック・バイオレンスの禁止

村が行う　

基本的施策

①行動計画の策定　②積極的改善措置

③苦情への対応等

推進体制 男女共同参画推進委員会の設置

補　　則 委任、経過措置

東海村男女共同参画推進条例（仮称）骨子案の体系

● 5
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事務室 玄関 ロビー
　 多目的

修理工房
トイレ

会議室
リユース自転車

　　展示コーナー

リユース家具

展示コーナー

リサイクル

工房

① ② ③

④ ⑤

⑧

⑦

⑥

リサイクル工房

リサイクルプラザとうかい平面図

具
な
ど
は
、
戸
別
収
集
も
行
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、戸
別
収
集
の
申
し
込
み
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
と
う
か
い
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
職
員
が
ご
自
宅
へ
伺

い
、リ
ユ
ー
ス
可
能
な
も
の
か
判
断
し
、

回
収
し
ま
す
。

　

片
付
け
な
ど
の
際
は
、
た
だ
廃
棄
す

る
の
で
は
な
く
、
リ
ユ
ー
ス
可
能
な
物

は
引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

リ
ユ
ー
ス
自
転
車
の
抽
選
日
は
、
毎

月
第
４
金
曜
日
で
す
。
前
日
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、リ
ユ
ー
ス
家
具
の
抽
選
日
は
、

偶
数
月
の
第
４
金
曜
日
で
す
。
こ
ち
ら

も
、前
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
贈
答
品
な
ど
に
つ
い
て
は
即

売
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
来
館
い
た
だ

け
れ
ば
随
時
購
入
で
き
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
と
う
か
い
で

は
、
せ
っ
け
ん

作
り
や
紙
す
き
体

験
、
施
設
見
学
、

ま
た
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
で
は
資
源
物

処
理
な
ど
の
体
験

学
習
や
施
設
見
学
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
体
験
や
見
学
を
通
し
て
、
皆

さ
ん
が
出
す
ご
み
の
処
理
方
法
や
ご
み

の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

　

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
と
う
か
い
、
ま
た
は
清
掃
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ご
自
宅
で
、
家

具
や
自
転
車
、
未

使
用
の
贈
答
品
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
使

え
る
不
用
な
物
が

あ
り
ま
し
た
ら
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
と
う
か
い
ま
で

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
分
で
運
べ
な
い
大
型
の
家

体
験
学
習
や
施
設
見
学
が
で
き
ま
す

不
用
に
な
っ
た
ら
お
電
話
く
だ
さ
い

リ
ユ
ー
ス
品
の
抽
選
に
つ
い
て

◆問 合 せ　リサイクルプラザとうかい（☎282-4439）、または清掃センター（☎282-7289）

こんなとき、きっと役立つ！
「リサイクルプラザとうかい」

問 合 せ　リサイクルプラザとうかい（☎282-4439）、清掃センター（☎282-7289）

　本村における家庭から出るごみの排出量は年々増え続けていましたが、平成12年度から始まった「資

源物の分別収集」や「リサイクル事業」に対する皆さんの積極的なご協力により、減少傾向にあります。

　村では、より一層のごみ減量化を図り、循環型社会の構築に取り組むために、「３Ｒ」すなわち、

Reduce（リデュース：発生抑制）、Reuse（リユース：再使用）、Recycle（リサイクル：再生利用）という「Ｒ」

で始まる３つの事業について、リサイクルプラザとうかいを中心に積極的に実践しています。

　今月号では、そのリサイクルプラザとうかいの事業の概要や利用法を紹介します。

開館時間　午前９時～午後４時

休 館 日　毎週水曜日、祝日
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洗
濯
や
掃
除
な

ど
に
使
え
る
廃
食

油
で
作
っ
た
せ
っ

け
ん「
す
か
し
ゆ

り
」
と
、
家
庭
菜

園
や
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
の
土
壌
改
良
に

使
え
る
生
ご
み
で
作
っ
た
堆た

い

肥ひ

「
花
の

友
」
を
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
と
う
か
い

へ
ご
来
館
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ
１
袋
ず
つ

無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
だ
使

用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の
日
の
状
況

に
よ
り
数
に
変
動
が
あ
り
ま
す
。

　　
　
　
　
　
　

　

贈
答
品
な
ど
、

不
用
と
な
っ
た

物
を
展
示
し
、
即

売
を
行
っ
て
い

ま
す
。
食
器
類
は

未
使
用
で
す
の

で
、
安
心
し
て
使

用
で
き
ま
す
。
ほ
か
に
も
健
康
器
具
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
物
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　　

家
庭
で
壊
れ
た

物（
現
在
は
自
転

車
、家
具
に
限
定
）

を
持
ち
込
み
、
自

分
で
修
理
す
る
こ

と
で
、
物
を
い
た

わ
り
、
長
く
使
う

大
切
さ
を
体
験
す
る
工
房
で
す
。
修
理

に
必
要
な
工
具
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま

す
。
指
導
者
と
と
も
に
、
ぜ
ひ
親
子
で

体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

定
員
約
15
人
の

会
議
室
で
す
。
小

会
議
や
打
ち
合
わ

せ
な
ど
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
使
用

料
は
無
料
で
す
。

利
用
す
る
１
週
間

前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　　

不
用
と
な
っ
た
自
転
車
に
簡
単
な

修
理
を
施
し
た

リ
ユ
ー
ス
自
転

車
を
月
１
回
、
抽

選
販
売
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
月
に

20
か
ら
30
台
の
リ

ユ
ー
ス
自
転
車
が

皆
さ
ん
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
価
格

は
、
１
台
当
た
り
お
よ
そ
１
５
０
０
円

か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
来
館
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

不
用
と
な
っ
た

家
具
に
簡
単
な
修

理
を
施
し
た
、
リ

ユ
ー
ス
家
具
の

販
売
を
行
っ
て
い

ま
す
。
リ
ユ
ー
ス

家
具
は
人
気
が
高

く
、
現
在
２
か
月
に
１
回
の
頻
度
で
抽

選
を
行
っ
て
い
ま
す
。
価
格
は
、
お
よ

そ
１
５
０
０
円
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
来
館
の
上
、
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

　

使
用
済
み
の
割
り
ば
し
・
牛
乳
パ
ッ

ク
・
木
綿
・
ケ
ナ
フ
な
ど
を
粉
砕
機
を

使
用
し
て
パ
ル
プ

化
し
ま
す
。
こ
れ

を
水
に
溶
か
し
て

「
す
き
わ
く
」で
す

く
い
取
り
、
乾
燥

さ
せ
て
和
紙
を
作

り
ま
す
。

　

コ
ー
ス
タ
ー
や
名
刺
、し
お
り
な
ど
、

指
導
者
と
と
も
に
、
自
分
だ
け
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
和
紙
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

体
験
を
希
望
す
る
方
は
、
体
験
を
希
望

す
る
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
よ
る
せ
っ

け
ん
作
り
体
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。

せ
っ
け
ん
製
造
機

に
廃
食
油
を
入
れ

て
、
水
酸
化
ナ
ト

リ
ウ
ム
な
ど
の
薬
品
を
加
え
、
加
熱
処

理
後
、乾
燥
さ
せ
た
固
形
物
を
粉
砕
し
、

手
作
り
粉
せ
っ
け
ん
を
作
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
食

油
か
ら
で
き
る
せ
っ
け
ん
で
、
洗
濯
や

食
器
洗
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
体
験

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

こ
ん
な
と
き
に
役
立
ち
ま
す

手
作
り
せ
っ
け
ん
や
生
ご
み
堆

肥
を
使
っ
て
み
た
い

１

※
番
号
は
６
ペ
ー
ジ
の
平
面
図
と
対
応

手
軽
な
値
段
で
茶
わ
ん
や
皿
な

ど
が
ほ
し
い

２

手
軽
な
値
段
で
自
転
車
が
欲
し
い

５

環
境
に
優
し
い
せ
っ
け
ん
は
な

い
か
な
？

８

地
域
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
や
環
境
改
善

活
動
な
ど
に
つ
い
て
打
ち
合
わ　
　

せ
す
る
会
議
室
は
な
い
か
な
？

４

手
軽
な
値
段
で
家
具
が
欲
し
い

６

手
作
り
の
和
紙
が
話
題
に
な
っ
て
い

る
け
れ
ど
、
手
軽
に
体
験
で
き　
　

な
い
か
な
？

７

息
子
に
自
転
車
の
パ
ン
ク
修
理
を
頼

ま
れ
た
け
れ
ど
案
外
難
し
い
。　
　

こ
の
機
会
に
修
理
方
法
を
覚
え　
　

た
い

３
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「
地
方
で
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」と

い
う
方
針
の
下
、
進
め
ら
れ
て
い
る
三

位
一
体
改
革
。
地
方
自
治
体
は
、
個
人

住
民
税
な
ど
の
地
方
税
の
ほ
か
に
、
国

の
財
源
で
あ
る
国
税
の
中
か
ら
交
付
さ

れ
る
補
助
金（
国
庫
補
助
金
）を
財
源
と

し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
仕
組
み
は
さ
ま
ざ

ま
な
制
約
が
あ
り
、
必
ず
し
も
自
主
性

が
高
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
地
方
自
治
体
が
自
主
的

に
財
源
確
保
を
行
い
、
住
民
に
と
っ
て

真
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
の

責
任
で
よ
り
効
率
的
に
行
え
る
よ
う
、

国
税
で
あ
る
所
得
税
の
一
部
を
個
人
住

民
税
へ
移
す
と
い
っ
た
税
制
改
正
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
税
源
移
譲
と
い
い
ま

す
。
こ
の
税
源
移
譲
に
よ
り
、
平
成
19

年
か
ら
、
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
住
民

税
と
所
得
税
が
変
わ
り
ま
す
。
今
月
号

で
は
、
そ
の
主
な
改
正
点
な
ど
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
住
民
税
所
得
割
の
税
率
が
一
律
10
％

に
変
わ
り
ま
す―

―
―
―
―
―
―
―

　

個
人
住
民
税
の
所
得
割
の
税
率
は
、

課
税
所
得
の
金
額
に
応
じ
て
３
段
階

（
超
過
累
進
構
造
）に
分
か
れ
て
い
ま
し

た
が
、
課
税
所
得
の
多
少
に
か
か
わ
ら

ず
一
律
10
％（
比
例
税
率
構
造
）に
統
一

さ
れ
ま
す（
表
１
参
照
）。

▼
納
税
者
の
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん

（
調
整
控
除
の
新
設
）―

―
―
―
―
―
―

　

税
源
移
譲
に
よ
る
個
人
住
民
税
の
所

得
割
の
税
率
を
一
律
10
％
に
す
る
こ
と

に
伴
い
、
国
の
所
得
税
の
税
率
構
造
も

見
直
さ
れ
ま
す
。
個
人
住
民
税
に
つ
い

て
は
最
低
税
率
が
５
％
か
ら
10
％
に
引

き
上
げ
、
最
高
税
率
が
13
％
か
ら
10
％

に
引
き
下
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
逆

に
、
所
得
税
は
最
低
税
率
が
10
％
か

ら
５
％
に
引
き
下
げ
、
最
高
税
率
が
37

％
か
ら
40
％
に
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す

（
表
２
参
照
）。
ま
た
、
人
的
控
除
の
差

に
対
応
し
た
新
た
な
調
整
控
除
制
度
に

よ
る
措
置
な
ど
も
講
じ
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
に
よ
り
、
税
源
移
譲
の
前
後
で
所

得
税
と
個
人
住
民
税
を
合
わ
せ
た
全
体

の
税
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
新
た
な
調
整
控
除
制
度
…
所
得
税
よ

り
住
民
税
の
方
が
、
基
礎
控
除
や
扶

養
控
除
等
の
人
的
控
除
額
が
低
く
定

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
所

得
金
額
で
も
、
課
税
所
得
金
額
は
住

【表１】　個人住民税の税率改正

課税総所得金額 現行税率 改正後税率

200万円以下
５％

（村民税３％、県民税２％）
一律10％

（村民税６％、県民税４％）
700万円以下

10％
（村民税８％、県民税２％）

700万円超
13％

（村民税10％、県民税３％）
※平成19年６月からの住民税に適用されます。

【表２】　所得税の税率改正

現　　行 改 正 後

課税総所得金額 税　率 課税総所得金額 税　率

     330万円以下 10%

     195万円以下 ５%

     330万円以下 10%

     695万円以下 20%

     900万円以下 20%      900万円以下 23%

   1,800万円以下 30%    1,800万円以下 33%

   1,800万円超 37%    1,800万円超 40%

※サラリーマンの方をはじめ所得税が源泉徴収される方は、平成19年１月
の支給額から適用になります。それ以外の方は、平成19年分所得税の確
定申告から適用になります。

に
つ
い
て

税

制

改

正

※
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民
税
の
方
が
所
得
税
よ
り
も
大
き
く

な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
個
人
住
民
税

の
税
率
を
５
％
か
ら
10
％
に
引
き
上

げ
た
場
合
、
単
純
に
所
得
税
の
税
率

を
10
％
か
ら
５
％
に
引
き
下
げ
た
だ

け
で
は
、
税
負
担
が
増
え
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
一
人
一
人
の
納
税

者
の
人
的
控
除
の
適
用
状
況
に
応
じ

て
、
住
民
税
の
所
得
割
額
か
ら
一
定

の
額
を
控
除
す
る
調
整
控
除
を
新
設

し
、
納
税
者
の
税
負
担
が
変
わ
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

▼
定
率
に
よ
る
税
額
控
除（
定
率
減
税
）

が
廃
止
さ
れ
ま
す―

―
―
―
―
―
―

　

従
来
、
そ
の
年
度
分
の
所
得
割
額

か
ら
一
定
の
率
を
掛
け
た
額
を
差
し
引

き
、
所
得
割
額
を
計
算
し
て
い
た
税
額

控
除
が
、
平
成
19
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ

ま
す（
表
３
参
照
）。

▼
65
歳
以
上
の
方
に
対
す
る
非
課
税
特

例
措
置
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置―

「
65
歳
以
上
で
、
前
年
中
の
合
計
所

得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
」
の
方
に

対
す
る
住
民
税（
所
得
割
額
・
均
等
割

額
）
の
非
課
税
特
例
措
置
が
平
成
18
年

度
か
ら
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い

て「
65
歳
以
上
」
で「
各
年
度
の
前
年
中

の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下

の
方
」
を
対
象
に
、
経
過
措
置
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す（
表
４
参
照
）。

　

企
画
総
務
部
税
務
課
住
民
税
係（
☎

282
局
１
７
１
１　

内
線
１
１
１
７
）

【表３】　定率減税の廃止

平成17年度まで 平成18年度 平成19年度から

定率による
税額控除額

所得割額の15％相当額
（限度額40,000円）

所得割額の7.5％相当額
（限度額20,000円）

廃止

【表４】　65歳以上非課税特例措置の廃止

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度から

所得割課税額 非課税 所得割額の１／３ 所得割額の２／３ 所得割額の全額

均等割課税額 非課税 1,300円 2,600円 4,000円

問

合

せ

　文部科学大臣表彰を受賞し
た教育委員長の萩谷さんは、
「教育委員会全体の功績です。
仲間である先生方や子どもた
ちとともに、村の教育を構築
していきたい」と話してくれ
ました。

　法務大臣表彰を受賞した保
護司の川崎さんは、「周りの
方のご尽力のおかげです。今
後も保護司としての誇りを持
ち、犯罪の予防や非行の公正
に努めていきたい」と話して
くれました。

　危険業務従事者叙勲におい
て、瑞宝単光章を受章した元
消防司令長の佐藤さんは、「村
民の方が、安全・安心に暮ら
せるまちづくりに微力ながら
貢献できてうれしいです」と
話してくれました。

文部科学大臣表彰

おめでとうございます
法務大臣表彰危険業務従事者叙勲

   佐藤英信さん

（石神内宿） 　

 萩谷   準さん

            （船場）

 川﨑公靖さん

         （舟石川）
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　村では、459人の職員が福祉、医療、教育、土木、消防など住民の生活に密接にかかわる仕事

を行っています。職員の給与等は、村議会の審議を経て、条例・規則などで定められています。

　今月号では、住民の皆さんに一層のご理解をいただくために、「東海村人事行政の運営等の状

況の公表に関する条例」に基づき、「東海村職員の給与および職員数」を公表します。なお、詳し

い内容については、東海村ホームページをご覧ください。

問 合 せ　企画総務部人事課人事係（☎282-1711　内線1321）

●人件費の状況（平成17年度普通会計決算）

区　分 人　口 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ）人件費率（Ｈ16）
平成17年度 35,903人 16,879,812千円 605,153千円 3,329,366千円 19.7％ 19.4％

※人口は平成18年４月１日現在

●職員の平均給料月額等の状況（平成18年４月１日現在）

区　分 一般行政職員 消防職員 教育職員 技能労務職員
平均給料月額（Ａ） 337,487円 335,800円 341,600円 295,100円
平均職員手当月額（Ｂ） 77,012円 67,236円 46,357円 18,281円
平均給与月額（Ａ＋Ｂ） 414,499円 403,036円 387,957円 313,381円
平均期末・勤勉手当年額 1,605,697円 1,588,223円 1,636,100円 1,325,700円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※平均職員手当月額には、期末・勤勉手当は含まれません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※一般行政職員には、企業職員も含まれます。

●職員手当の状況（平成18年４月１日現在）

区　分
支給割合

期末手当 勤勉手当

期末手当
勤勉手当

６月期 1.40月分 0.725月分
12月期 1.60月分 0.725月分
計 3.00月分 1.45月分

区　分
支給率

自己都合 勧奨・定年

退職手当

勤続20年 21.00月分 28.0875月分
勤続25年 33.75月分 43.335月分
勤続30年 41.25月分 52.965月分
最高限度 60.00月分 60.99月分

●特別職の報酬等の状況（平成18年４月１日現在）

区　分 給料月額 区　分 報酬月額
村　長 850,000円 議　長 430,000円
助　役 658,000円 副議長 388,000円
収入役 616,000円 議　員 367,000円
教育長 616,000円

●職員の初任給の状況（平成18年４月１日現在）

区　分一般行政職員 消防職員 教育職員 技能労務職員
大学卒 170,200円 185,300円 170,200円

高校卒 138,400円 156,200円
（短大卒）
151,000円

135,600円

●部門別職員数の状況（平成18年４月１日現在）

区　分 議　会 総　務 税　務 民　生 衛　生 農　水 商　工 土　木 一般行政小計
平成18年度 ４人 83人 20人 74人 33人 14人 2人 29人 259人
平成17年度 ４人 78人 18人 64人 32人 13人 2人 27人 238人

区　分 教　育 消　防 特別行政小計 病　院 水　道 下水道 その他 公営企業等小計 総合計
平成18年度 78人 56人 134人 19人 11人 12人 24人 66人 459人
平成17年度 81人 55人 136人 45人 11人 12人 23人 91人 465人

※その他は国民健康保険事業、老人保健事業、土地区画整理事業、介護保険事業に係る職員数。

●採用者数および退職者数の状況（平成17年４月１日～平成18年３月31日）

区　分
採用者数 退職者数

試験採用 選考採用 再任用 採用者計 定年退職 勧奨退職 普通退職
再任用
満了

退職者計

一般行政職員 ６人 １人 ０人 ７人 ３人 ０人 ０人 ０人 ３人
消  防  職  員 ０人 ０人 ０人 ０人 １人 ０人 １人 ０人 ２人
教  育  職  員 ２人 １人 １人 ４人 ３人 ３人 ０人 １人 ７人
企  業  職  員 ３人 ０人 ０人 ３人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人
合　　　　計 　　11人 ２人 １人 14人 ７人 ３人 １人 １人 12人

※一般行政職員、教育職員には、技能労務職員も含まれます。

給与の状況

職員数の状況

職員の給与および職員数を公表します
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◆問 合 せ　福祉部地域医療推進課（☎287-0899　電子メールtiiki-is@vill.tokai.ibaraki.jp）

新しい村立東海病院

　「地域医療」という言葉は、いろいろなところでよく使われていますが、考える

となかなか難しいものです。私が、かつて宮城県の離島で勤務していたときのあ

る日の出来事のお話です。

■医師の義務と患者の理解（離島での急患）

　５年間も交通事故がなかった島で交通事故が発生し、頭
ず

蓋
がい

骨骨折の疑いのあ

る患者さんを、まずは島から一番近い関連病院へ船で移送し、検査の結果、仙

台の大病院に転送することになりました。島から関連病院までの漁船は速いのですが、潮しぶき

はすごく、シートの下で患者さんや家族とともに、まるで密入国者のようにジッとしていました。

仙台までは、救急車で約２時間半、半島の道はくねくねしていて、私は車酔いで２回も嘔
おう

吐
と

する

ほどでした。救急隊員には、「どっちが患者なんだが？」と笑われましたが、自分も患者さんたち

も必死でした。午前２時に仙台に着き、患者さんを収容した後、島での診療に間に合うよう、朝

一番６時の定期船に乗るためにとんぼ返りをし、島に帰ったのは朝８時でした。

　８時30分からの診療開始に合わせて、いつものとおりに出勤すると、診療所の前には約20人

前後の患者さんたちが待っており、「センセ、仙台往復で夕んべがら寝でねえべがら、寝でぐれ

ぇ！」と言ってくれました。私は、「今寝たら夕方まで寝てしまうから、午前中の診療は通常通り

行います」と答え、診療を開始しました。診察中、患者さんたちは早く終わるようにと協力して

くれて、一人一人が「早ぐよごんなれ…」と言ってくれました。その心遣いに、ただただ感謝する

のみでした。医療者としての責務を全うすることは当然ですが、生身の人間であることも事実で

す。そこに「地域医療」の原点があると思います。

病院への上手なかかり方（その15） 村立東海病院院長　大場義幸

あなたの骨は大丈夫？

「骨密度」・「骨塩量」

　骨を構成するカルシウムなどのミネラル

成分が、どのくらいしっかり詰まっているか

（骨の強さ）をあらわす指標です。骨の中の

一定の容積あたりのミネラルの量が骨密度、

骨全体に含まれるミネラルの量が骨
こつ

塩
えん

量（骨

量）です。

　骨密度は、一般的には20代でピークを迎

えた後、徐々に低下していく傾向にあります。

特に女性の場合は、更年期に入ると、丈夫な

骨の維持を助ける役割を持つ女性ホルモンの

分泌が急激に減少することで、骨密度も急激

に低くなりやすくなっています。

　現在、わが国において、寝たきりになる原

因の第２位が「骨折」であり、その元となるの

が「骨粗しょう症」であるといわれています。

骨粗しょう症

　骨粗しょう症は、カルシウムなど骨の成分

の量が減少するために、骨が目の粗いスポン

ジ状になり、もろく折れやすくなる病気です。

　高齢者や閉経後の女性、やせている人、運

動不足の人、カルシウム不足の人に多いとい

われていますが、初期段階では自覚症状に乏

しく、多くの場合は骨折や激しい痛みを伴う

骨の変形などが起きないと気が付きません。

しかし、そうなってからでは、元の健常な強い

骨に回復させるのは極めて困難です。そのた

め、早期発見・早期治療がとても重要となり、

積極的な骨粗しょう症検査が必要なのです。

　現在、日本の骨粗しょう症の患者数は、1,200

万人といわれ、今後ますます進む高齢化に伴

い、その診断と予防の重要性は高まっています。

　村立東海病院には、全身の骨密度を測定できる骨密度測定装置があり

ます。検査時間は２分から３分程度です。骨密度測定を希望される方は、

お気軽に担当医師にご相談ください。また、骨粗しょう症の人ばかりで

なく、自分の骨の状態を知ることは、けがや病気の予防に役立つことに

なります。
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●茨城原子力50周年記念事業を開催！

●夢に向かって努力することが心の成長につながります

●秋晴れの下、熱戦を繰り広げた総合体育大会

10月20・21日、わが国で初めて日本原子力研究所の立地

が茨城県に決定して50周年を迎えることを記念して「茨城

原子力50周年記念事業」が東海文化センターで開催されま

した。初日は式典や講演会、２日目はサイエンスショー

などが行われ、講演会では元内閣総理大臣の中曽根康弘さ

んが、立地決定前に本村を視察したときの様子や原子力政

策を進めてきた際のエピソードのほか、「大切なことは一

貫し不動の政策を続ける、常時点検して事故を起こさない、

地元の人たちに十分な説明をしていくこと」と話されました。

10月９日、「第36回東海村総合体育大会」が村内各所で開

催されました。これは、村民相互の融和を深めることを目

的として、毎年行われているもの。日ごろからスポーツを

楽しんでいる村民の方々が、さまざまなチームウェアに身

を包むとともに、堂々の入場行進により開会。16の競技

種目にわたり熱戦が繰り広げられる中、阿漕ヶ浦公園内で

は、サッカー少年の部の選手たちが、秋晴れの暖かい日差

しと観客からの温かい声援によって、額に汗を輝かせなが

ら、ゴールを目指し一生懸命ボールを追い掛けていました。

10月30日、「文化講演会」が東海文化センターで開催され

ました。これは、文化祭の一環として、各界の文化人・

著名人を迎えて毎年行われているもの。今回は、“平成の

三四郎”の異名をとる柔道家で、現在は指導者として活躍

している古賀稔彦さんを講師に迎え、「人生の教科書」と題

した講演を開催。古賀さんは、大けがをしながらも見事に

金メダルを獲得したバルセロナオリンピックでのエピソー

ドなどを通して、夢に向かってあきらめずに努力する大切

さをユーモアたっぷりに熱弁し、来場者を魅了していました。
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10月31日、立志記念事業として、海岸砂防林間伐作業が、

村内の中学２年生312人により、日本原子力研究開発機構

の敷地内で実施されました。これは、大正時代から植栽さ

れた砂防林の手入れを行い後世まで継承するとともに、郷

土愛や自然を大切にする心の育成などを目的に行われたも

の。立志式実行委員会委員長の市毛志穂さん（東海中学校）

が「長い年月をかけて守られてきた砂防林を間伐する意義

を考えながら、頑張りましょう」とのあいさつで作業開始。

手入れされた砂防林は、健全に生育していくことでしょう。

●「いっぱいのサツマイモ」収穫の喜びに笑顔がいっぱい
10月12日、舟石川幼稚園（市毛紀子園長、園児数120人）の

園児による「サツマイモ掘り」が舟石川地区の農園で行われ

ました。これは、自然体験の一環として行われたもので、

苗植えを通して土に親しんでもらうとともに、食物の成長

を観察しながら、収穫の喜びを経験させることを目的とし

たもの。一斉に土を掘り始めた園児たちは、次々と出てく

るサツマイモを手に、「こんなに大きいんだよ、見て！」と

笑顔いっぱい。収穫したサツマイモは、幼稚園のおやつと

して食べたり、お土産として家に持ち帰ったりしたそうです。

●ふれあいの輪が広がる福祉まつり
10月22日、「第11回ふれあい福祉まつり」が総合福祉セン

ター「絆
きずな

」で開催されました。これは、ボランティア団体と

の交流を通してボランティア活動への関心を深めてもらう

ことを目的としたもの。ボランティア団体の各種模擬店や

活動内容を紹介する展示コーナー、応急手当を学んだり工

作を楽しんだりするコーナーなどのほか、特設ステージで

は、さまざまな演奏や踊りなどが披露され、会場は訪れた

人たちの笑顔でいっぱい。好天に恵まれたこの日、子ども

からお年寄りまで、心も体も温まる一日となったようです。

●郷土の財産“砂防林”を後世に！
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じ
ま
す
。
そ
ん
な
や
り
と
り
の

中
か
ら
、
人
と
の
交
わ
り
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で

し
ょ
う
。
私
は
ス
カ
ウ
ト
た
ち
に「
今
日
は
誰
か

の
た
め
に
何
か
を
し
て
あ
げ
ら
れ
た
か
な
？
」
と

聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
彼
女
た
ち
は
、
誰
か
の

役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
分
は
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
、
自
信

に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。

　

現
在
、
い
じ
め
や
自
殺
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
は
ど
う
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
？　

自
然
に「
あ
り
が

と
う
」
の
交
流
が
で
き
る
よ
う
な
優
し
い
気
持
ち

を
は
ぐ
く
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、
大
人
で
あ
る
私

た
ち
が
こ
の
言
葉
を
意
識
し
て
子
ど
も
た
ち
に
接

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ガールスカウトに携わって
    ガールスカウト茨城県第25団リーダー

村松　広
ひろ

瀬
せ

　敦
あつ

子
こ

   

ＰＡＲＴ . ８１

指導者からのメッセージ

青少年育成
体 験 記
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み
ょ
う
が
汁
ほ
ろ
に
が
く
し
て
こ
の
朝
の
老
の
身
寒
く

秋
に
な
り
た
り 

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
十
一
回
こ
だ
ま
の

し
る
こ
わ
が
あ
り
が
た
し 

舟
石
川　

工
藤
和
一
郎

空
澄
み
て
匂
い
て
く
る
は
隣
屋
の
金
木
犀
の
咲
き
た
る

な
ら
ん 

外　

宿　

高
槌　

す
み

雨
晴
れ
し
秋
の
日
差
し
に
石
蕗
の
幾
つ
か
咲
き
て
黄
の

花
ま
ぶ
し 

船　

場　

舛
井
庫
之
助

い
も
掘
り
の
子
達
の
声
が
を
ち
こ
ち
の
霜
ち
か
か
ら
ん

畑
に
に
ぎ
わ
う 
内　

宿　

村
上　

文
江

会
場
は
文
化
の
香
り
満
ち
溢
ふ
れ
ス
ト
レ
ス
身
体
こ
こ

ろ
癒
さ
る 

南　

台　

根
本
内
俊
男

秋
深
し
古
代
の
歴
史
見
る
な
ら
ん
研
修
の
後
に
人
訪
れ

る 

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

ソ
プ
ラ
ノ
の
声
は
清
し
も
極
ま
り
て
祈
り
の
歌
は
心
に

ひ
び
く 

須
和
間　

柴
山　

靖
子

落
紅
葉
踏
み
つ
つ
汗
す
る
山
の
道
や
が
て
望
め
り
遠
き

村
里 

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

枯
れ
草
の
中
で
囀
る
鳥
の
声
し
ば
し
聞
き
ほ
る
秋
の
夕

暮
れ 

村　

松　

高
橋　

正
弘

今
年
と
れ
し
飯
よ
り
し
き
り
に
香
の
た
ち
て
心
尽
く
し

の
昼
餉
戴
く 

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

栴
だ
ん
の
群
葉
か
た
み
に
影
置
き
て
秋
最
中
な
る
光
静

け
し 

舟
石
川　

舛
井　

昭
恵

　
　

【
川　

柳
】

熊
出
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
つ
オ
ラ
が
村

 

白
方
中
央　

関
口　
　

満

あ
い
タ
ク
で
来
る
病
院
つ
つ
が
な
し

 

村
松
北　

小
林　

正
義

ＶＯＬ .  ９１

エッセー頑張る

今どきの
青少年私

が
高
校
生
会
に
入
っ
た
の
は
、
小
学
生
と
中

学
生
の
と
き
に「
友
情
の
船
」に
参
加
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。
そ
こ
で
は
高
校
生
会
の
人
た
ち

が
テ
キ
パ
キ
と
活
動
し
て
い
て
、
と
て
も
頼
も
し

く
見
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
先
輩
た
ち
に
あ
こ

が
れ
、
そ
し
て
自
分
も
そ
う
な
り
た
い
と
思
い
、

高
校
生
会
に
入
り
ま
し
た
。

高
校
生
会
に
入
っ
て
ま
だ
半
年
で
す
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
参
加
し
て
、高
校
生
会
の
役
割
や
、

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
、
や
っ
て
は
い
け

な
い
こ
と
な
ど
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
を
先
輩
方

や
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
方
々

に
教
わ
り
ま
し
た
。

で
き
な
い
こ
と
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
ば
か
り
で

迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
早
く
自
分

で
考
え
、行
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

今
ま
で
、
子
ど
も
会
派
遣
や
交
歓
会
活
動
な
ど

に
参
加
し
て
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
交
流
し
て

き
ま
し
た
。
名
前
を
覚
え
て
も
ら
い
、
顔
を
見
て

声
を
掛
け
て
も
ら
っ
た
と
き
は
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
相
手
の
名
前
を
覚
え
て

い
な
か
っ
た
と
き
は
、
相
手
に
申
し
訳
な
く
思
い

ま
し
た
。
人
の
顔
と
名
前
を
覚
え
る
こ
と
は
苦
手

で
す
が
、
精
い
っ
ぱ
い
努
力
し
て
で
き
る
だ
け
多

く
の
人
を
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

活
動
に
参
加
す
る
と
必
ず
自
分
に
と
っ
て
プ
ラ

ス
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
活
動
に
参
加
し
、
で
き
る
こ
と

や
知
識
を
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
高
校
生
会
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
職
業
の
人
た
ち
や
大
学
生
、
専
門
学
校
生
が

い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
の
話
は
、
将
来
の
職
業
や

大
学
の
選
択
な
ど
、
参
考
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で

す
。
そ
し
て
、
活
動
を
通
し
て
知
り
合
っ
た
お
年

寄
り
の
人
た
ち
か
ら
は
、
自
分
の
生
き
方
や
考
え

方
を
変
え
る
よ
う
な
大
切
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
会
長
に
な
っ
た
今
、
私
も
こ
れ
か
ら

の
活
動
を
通
し
て
、
先
輩
た
ち
に
恥
じ
な
い
、
そ

し
て
将
来
は
、
周
り
の
人
た
ち
に
良
い
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

東
海
村
高
校
生
会
に
入
っ
て

　
　
　
　
　
　

日
立
第
一
高
等
学
校
１
年

舟
石
川　

鈴す
ず

木き　

健た
け

浩ひ
ろ
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ＳＴＡＴＩＯＮ

　　　　　ＧＡＬＬＥＲＹ

■開館時間 午前10時～午後７時

■場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎２階）

■問 合 せ 東海ステーションギャラ

リー（☎287-3680）

　東海、水戸、ひたちなか、ＮＨＫ水戸文化セ

ンターの各教室の受講生による作品展です。水

彩画・デッサン・植物画など、旅のスケッチや

教室で制作した作品ですので、どうぞご覧くだ

さい。　※最終日は午後２時で閉館となります。

関アートスクール作品展
12月10日（日）～ 16日（土）

　染色作家・中村光哉さん（平成14年没）の個展

を開催します。染色の伝統的な技法「ろうけつ」

と「友禅」による屏
びょうぶ

風や額絵21点を展示します。

図案の造形美と染色の色彩美をお楽しみくださ

い。　※最終日は午後２時で閉館となります。

中村光哉展～黒の粋と海の詩情～
平成19年１月６日（土）～ 20日（土）

　東海駅多目的ルームでの彫刻講座は、全国的

にも珍しい彫刻のカルチャー教室として好評を

得、今年で８年目を迎えます。今回は、平成15

年から17年の受講生13人によるブロンズ像22点

を展示します。手作りの味わいをご覧ください。

第２回彫刻講座作品展
12月17日（日）～ 26日（火）

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
活
動
し
て
い
る
保
護

司
会（
川
崎
公
靖
会
長
、
会
員
数
11
人
）と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
活
動
し
て
い
る
更
生
保
護
女
性
会（
鈴
木
綾
子
会

長
、
会
員
数
37
人
）
で
は
、
不
幸
に
も
罪
を
犯
し
て
し

ま
っ
た
人
の
更
生
を
援
助
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後

の
地
域
社
会
で
の
生
活
の
支
え
と
な
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る「
社

会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
の
７
月
の
強

化
月
間
で
は
、
Ｊ

Ｒ
東
海
駅
の
協
力

の
下
、
東
海
那
珂

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
方
々

と
と
も

に
、
通
勤
・
通
学

の
方
々

に
啓
発
物

品
を
配
布
。
早
朝
の
駅
構
内
に
は「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
！
」
と
明
る
い
声
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

東
海
ま
つ
り
で
も
、
更
生
保
護
女
性
会
手
作
り
の
し
お

り
を
配
布
す
る
な
ど
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
東
海
村
を
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
に
す

る
た
め
、こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問

合

せ 

福
祉
部
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係（
☎

282
局
１
７
１
１　

内
線
１
１
６
７
）

保
護
司
会
・
更
生
保
護
女
性
会
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す

東海まつりでの活動
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図
書
館
ト
ピ
ッ
ク
ス

図
書
館
行
事
案
内

●
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

た
ん
ぽ
ぽ
の
会
の
協
力
に
よ

り
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
上
映
会
を
行
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期　
　

日 

12
月
16
日（
土
）

▼
時　
　

間 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
場　
　

所 

多
目
的
ル
ー
ム
、
お
よ
び
研
修
室

▼
対　
　

象 

小
学
生
以
下
の
方
と
そ
の
保
護
者

▼
内　
　

容 

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映「
コ

ロ
ち
ゃ
ん
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
ぼ
う
け
ん
」

▼
そ

の

他 

事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

大
き
な
絵
本
を
紹
介
し
ま
す

　

図
書
館
に
は
、
本
屋
さ
ん
で
は
売
っ
て
い
な
い
よ
う

な
大
き
な
サ
イ
ズ
の
絵
本
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
も
人
気
の
も
の
ば
か
り
で
す
。
団
体
や
グ
ル
ー
プ

の
行
事
、
学
校
で
の
読
書
活
動
以
外
に
も
、
自
宅
で
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
に
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
今
月
号
で
は
、
新
し
く
購
入
し
た
大
き
な
絵
本

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

●
大
き
な
絵
本

　

『
９
９
９
ひ
き
の
き
ょ
う
だ
い
の
お
ひ
っ
こ
し
』

木
村
研
文
／
チ
ャ
イ
ル
ド
本
社

縦
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

『
た
ま
ご
ね
え
ち
ゃ
ん
』

あ
き
や
ま
た
だ
し
作
／
鈴
木
出
版

縦
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

『
で
ん
し
ゃ
に
の
っ
て
』

と
よ
た
か
ず
ひ
こ
作
／
ア
リ
ス
館

縦
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
43
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

『
は
な
す
も
ん
か
ー
！
』

宮
西
達
也
作
／
鈴
木
出
版

縦
36
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

『
ろ
ば
さ
ん
の
か
わ
い
い
バ
ッ
グ
』

香
山
美
子
作
／
チ
ャ
イ
ル
ド
本
社

縦
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

年
末
年
始
の
返
却
に
つ
い
て

12
月
28
日（
木
）か
ら
平
成
19
年
１
月
４
日（
木
）ま
で

は
年
末
年
始
の
た
め
休
館
と
な
り
ま
す
の
で
、
読
み
終

わ
っ
た
資
料
は
正
面
入
り
口
前
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ
ご

返
却
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金

だ 

よ 

り

国
民
年
金
保
険
料
の

控
除
証
明
書

　

社
会
保
険
庁
か
ら
、
平
成
18
年
に
納
付
さ
れ
た
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
額
を
証
明
す
る
国
民
年
金
保
険
料

の
控
除
証
明
書
が
、
11
月
上
旬
に
ご
自
宅
へ
郵
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
18
年
分
の
保
険
料
を
10
月
３

日
以
降
に
初
め
て
納
付
し
た
場
合
は
、
平
成
19
年
２
月

に
郵
送
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
と
は
、ご
自
身
の
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
、
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保

険
等
）
を
納
付
し
た
と
き
、
ま
た
は
配
偶
者
や
そ
の
他

の
親
族
の
負
担
す
べ
き
社
会
保
険
料
を
納
付
し
た
と
き

に
受
け
ら
れ
る
所
得
控
除
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

申
告
で
き
る
金
額
は
、
年
間
に
納
付
し
た
社
会
保
険
料

の
金
額（
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
金
額
も
該
当
）で
す
。

　

な
お
、
年
末
調
整
の
申
告
に
お
い
て
は
、
給
与
か
ら

天
引
き
さ
れ
た
社
会
保
険
料（
健
康
保
険
・
厚
生
年
金

保
険
等
）は
、
事
業
所
で
一
括
し
て
計
算
し
ま
す
の
で
、

ご
自
身
が
申
告
書
に
記
載
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
ご
自
身
が
納
付
し
た
社
会
保
険
料（
国
民
年

金
、
国
民
健
康
保
険
等
）
を
申
告
書
に
記
載
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

控
除
証
明
書
は
年
末
調
整
・
確
定
申
告
の
際
に
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
さ
れ
る
ま
で
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。
も
し
、
紛
失
し
た
り
、
お
手
元
に
届
い
て
い

な
い
な
ど
の
場
合
は
、
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎

０
５
７
０―

00―

９
９
１
１
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問

合

せ 

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
係（
☎

282
局
１
７
１
１　

内
線
１
１
３
３
）

「たんぽぽの会」による
おはなし会

期　日 毎週土曜日（第５土曜日を除く）

時　間 午後２時～３時

場　所 おはなしコ―ナー

内　容 絵本の読み聞かせ、手遊びなど

その他 12月16日（土）はクリスマス会の

ため、お休みします。

休館日
12月11日（月）・18日（月）・23日（土）

25日（月）

12月28日（木）～１月４日（木）

１月８日（月）・９日（火）

昨年のクリスマス会の様子
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平成 18 年 11 月１日現在
前月比

世帯数 13,291 世帯  ＋ 15
総人口 35,945 人 ＋ 19
　男 18,045 人 　＋ 17
　女 17,900 人 ＋ 2

人口と世帯数 12・10 号／お知

クアップ／ Dec.

いんいいんんふふふぉぉぉ
めめめーーーしししょょょんんん

　

ら
せ

ピ
ッ

☎ 282-1711（代表）

役場の電話番号

募集

■期　　日 12月20日（水）、平成19年１月10日
（水）・17日（水）・31日（水）、２月７日（水）・14
日（水）・28日（水）、３月７日（水）・14日（水）・
28日（水）　※全10回

■時　　間 午後６時30分～８時
■場　　所 合同庁舎
■対　　象 村内在住・在勤・在学の小学４年
生以上の方（先着30人）

■受 講 料 500円／人
■そ の 他 資格認定講座ではありません。
■申し込み・問合せ 12月15日（金）までに、社
会福祉協議会ボランティア市民活動センター
「えがお」（☎283-4538）へ申し込みください。

　踏み台昇降運動用器具を使用したステップエ

クササイズで大腰筋を鍛えましょう。ぜひ、ご

参加ください。

●期　　日 平成19年１月10日（水）・24日（水）、

２月７日（水）・21日（水）、３月７日（水）・14日

（水）　※全６回

●時　　間 午前10時45分～ 11時45分

●場　　所 総合福祉センター「絆
きずな

」

●対　　象 村内在住の20歳以上40歳未満の

方（35人）

●参 加 費 無料

●そ の 他 ①応募者多数の場合は、初参加の

方を優先した上で抽選を行います。②無料の

予約制保育サービス（先着30人）があります。

●申し込み・問合せ 12月13日（水）までに、保

健センター（☎282-2797）へ申し込みください。

ステップエクササイズ体験クラス
参加者募集

「やさしい手話教室」受講生募集

●募集課程 ①県立太田第一高等学校定時制課

程普通科　②県立日立工業高等学校定時制課

程機械科　③県立日立第一高等学校定時制課

程普通科

●試 験 日 平成19年３月７日（水）

●場　　所 ①県立太田第一高等学校　②県立

日立工業高等学校　③県立日立第一高等学校

●対　　象 中学校またはこれに準ずる学校を

卒業し、原則として県内に居住地または勤務

地を有する方で、平成19年４月１日現在で

満20歳以上の方

●選抜方法 調査書、作文、面接、およびその

他選抜に関する資料を参考に合格者を決定

●合格発表 平成19年３月14日（水）

●申し込み 平成19年２月２日（金）・５日（月）・

６日（火）の午前９時から午後５時までに、入

学を希望する高等学校で配布している書類に

必要事項を記入の上、出身中学校を経由して

申し込みください。

●問 合 せ ①県立太田第一高等学校定時制課

程（☎0294-72-2115）　②県立日立工業高等学

校定時制課程（☎0294-22-1049）　③県立日立

第一高等学校定時制課程（☎0294-22-6488）

平成19年度定時制課程
入学者募集

　31の動作で構成される日本で最初の健康体
操「自彊

きょう

術」で、全身の調和を図りませんか。
■活 動 日 毎週土曜日
■時　　間 午後１時30分～３時
■場　　所 中央公民館
■定　　員 ６人程度
■会　　費 2,500円／月
■申し込み・問合せ 大貫はるみさん（☎282-
1999）

「若葉の会」会員募集
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エトセトラ

日立市●ヒタチスターライトイルミネーション2006
　日立市の冬の風物詩である、約20万球のイル
ミネーションによる幻想的な世界をお楽しみく
ださい。
◆期　　間 12月25日（月）まで
◆時　　間 午後４時30分～午前０時
◆場　　所 日立新都市広場、およびＪＲ日立
駅周辺

◆問 合 せ 日立シビックセンター（☎0294-
24-7711）

高萩市●元旦に海に繰り出す神輿渡御
　高萩市高浜町の濱会では、１年の無病息災を
願って、元日の日の出とともに神輿が海に繰り
出す勇壮な神輿渡御を行います。
◆時　　間 午前５時30分
◆場　　所 津明神社（高浜町）
◆そ の 他 はんてんを持参してください。な
お、はんてんがない場合は、お貸しします。

◆問 合 せ 濱 会・ 大 高 忠 明 さ ん（☎0293-
22-5832）

となりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイド

診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
10日(日) 村立東海病院 282-2188

17日(日) 石井整形外科クリニック 270-5141

23日(土) 村立東海病院 282-2188

24日(日) 茨城東病院 282-1151
30日(土) 尾形クリニック 282-4781
31日(日) 尾形クリニック 282-4781

12 月の休日診療日程

　製造事業所を対象に、「平成18年工業統計調

査」が12月31日現在で行われます。調査の実施

に当たり、12月から平成19年１月にかけて、調

査員証を携行した調査員が訪問しますので、ご

協力をお願いします。なお、調査票に記入した

内容は、統計法に基づき、秘密が厳守されます。

●問 合 せ 企画総務部企画財政課企画調整係

（内線1335）

平成18年工業統計調査に
ご協力ください

　フレーフレー・テレフォン茨城では、子育て
を支援する「保育サポーター」の情報を提供して
います。保育サポーターは、①子どもの具合が
悪いが、どうしても仕事を休めない方②仕事が
忙しくて、子どもを保育所等へ迎えに行く時間
に間に合わない方――などの代わりに、子ども
の面倒を見ますので、お気軽にご相談ください。
■問 合 せ フレーフレー・テレフォン茨
城（（財）21世紀職業財団茨城事務所内　☎
226-2020）

　オーケストラの「アンサンブル・ヴォルフィー」
と東海村少年少女合唱団が共演するミュージカ
ルを開催します。ぜひ、ご来場ください。
■期　　日 12月24日（日）
■時　　間 ①午後１時30分　②午後５時
■場　　所 東海文化センター
■入 場 料 無料
■申し込み 12月12日（火）まで（必着）に、郵便
番号・住所・氏名（フリガナ）・年齢・職業・
電話番号・希望枚数（４枚まで）および希望時
間を明記の上、はがき、ファクシミリ、また
はホームページで、ＪＡＳＲＡＣ文化事業部
「アマデウスがやって来た東海村公演」入場希
望係（〒151-8691　東京都渋谷区代々木郵便局
私書箱118号　FAX03-3481-2189　ホームペー
ジhttp://www.jasrac.or.jp）へ申し込みください。
■問 合 せ 教育委員会社会教育課文化・ス
ポーツ振興係（内線1423）

ミュージカルオブモーツァルト「アマデウスがやって来た」

■期　　日 平成19年２月４日（日）
■時　　間 午後５時開演
■場　　所 東海文化センター
■入 場 料 4,500円（全席指定）
■そ の 他 ①未就学児の入場はできません。
②託児サービス（1,000円／人）がありますの
で、利用を希望する方は、平成19年１月28日
（日）までに申し込みください。
■申し込み・問合せ 12月17日（日）の午前９時
から、（財）東海村文化・スポーツ振興財団（東
海文化センター内　☎282-8511）で窓口販売を
行います。なお、残席があった場合は、同日
の午後１時から電話予約を受け付けます。た
だし、初日は１人につき２枚までとなります。

「小椋佳 歌談の会」

「保育サポーター」をご活用ください
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ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-69

夢は…。“ゲームプログラマー”

中丸小学校６年●畠
はた

野
の

聖
せい

奈
な

　私の将来の夢は、ゲームプログラマーになることで

す。でも私は、ほとんどゲームをしたことがありませ

ん。それなのに、この仕事に興味を抱いたのは、小学

４年生のころ、たまたまゲームプログラマーの人の記

事を読んだことがきっかけでした。

　それは、パソコンでいろいろ調べ終わった後、暇を

持て余していたため、「ゲーム」というキーワードで検

索していたときのことです。途中から、「ゲームプログ

ラマー」という言葉が多くなり、調べてみると、実際に

ゲームプログラマーをやっている人について書かれて

いました。その記事には、やはり大変なことが多くあ

ると書かれていましたが、「達成感がよく分かる仕事」

と書かれていて、その言葉に引き付けられました。

　「仕事の達成感」とはどういうものなのか、「ゲーム

プログラマー」の仕事を通して、感じてみたいです。

ちびっこ
美術館

　

純と
う

羽わ

が
生
ま
れ
て
１
年
10
か
月
。
現

在
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
に
ぎ
や
か

な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
出
産

後
の
数
か
月
は
、
寂
し
い
日
々

で
し
た
。

　

主
人
の
転
勤
先
で
あ
る
東
海
村
で
妊

娠
・
出
産
し
た
私
に
は
、
近
く
に
友
達

や
頼
れ
る
人
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸

い
主
人
は
、
育
児
に
協
力
的
な
の
で
助

か
り
ま
し
た
が
、
慣
れ
な
い
場
所
で
の

初
め
て
の
育
児
に
不
安
は
大
き
く
な
る

一
方
で
、「
早
く
マ
マ
友
達
を
つ
く
ろ
う
」

と
焦
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
こ

ろ
、
純
羽
の
激
し
い
人
見
知
り
が
始
ま

り
、
買
い
物
へ
行
っ
た
先
で
、
知
ら
な

い
人
に
少
し
話
し
掛
け
ら
れ
る
だ
け
で

大
泣
き
す
る
始
末
。実
家
へ
帰
っ
て
も
、

私
の
抱
っ
こ
か
ら
降
り
よ
う
と
せ
ず
、

帰
省
の
た
び
に
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。純
羽
の
人
見
知
り
の
原
因
は
、

私
と
２
人
き
り
の
時
間
が
多
い
生
活
を

送
っ
て
い
る
せ
い
か
も
し
れ
な
い
と
、

自
分
を
責
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
生
活
が
変
わ
っ
た
の
は
、「
母

と
子
の
サ
ロ
ン
」
へ
参
加
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
同
じ
年
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
悩
み
を
持
つ
マ

マ
た
ち
が
集
ま
る
た
め
、
す
ぐ
に
仲
良

く
な
る
こ
と
が
で
き
、
今
で
は
サ
ロ
ン

の
継
続
で
立
ち
上
げ
た
子
育
て
サ
ー
ク

ル「
17
ク
ラ
ブ（
い
い
な
ク
ラ
ブ
）」で
た

く
さ
ん
の
仲
間
た
ち
と
活
動
し
て
い
ま

す
。
時
に
は
、
気
の
合
う
友
達
と
散

歩
や
ラ
ン
チ
を
楽
し
ん
だ
り
、
時
に
は

子
ど
も
を
パ
パ
に
預
け
て
ホ
ー
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
を
し
た
り
す
る
こ
と
も
…
。
純

羽
も
同
じ
年
の
友
達
と
接
す
る
機
会
が

増
え
た
こ
と
が
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
人

見
知
り
も
だ
い
ぶ
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
の
純
羽
は
、
気
に
入
ら
な
い
こ

と
に
か
ん
し
ゃ
く
を
起
こ
し
た
り
、
う

そ
泣
き
を
し
た
り
す
る
こ
と
を
覚
え
た

よ
う
で
す
。特
に
う
そ
泣
き
は
、ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
始
ま
り
、
延
々

と
続
く

の
で
困
っ
た
も
の
で
す
が
、
で
き
る
だ

け
抱
っ
こ
し
て
な
ぐ
さ
め
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
私
の
行
動
を

ま
ね
し
て
か
、
先
日
私
が
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
を
見
て
感
動
し
、
目
に
涙
を
た
め
て

い
る
と
、
純
羽
が
心
配
そ
う
に
近
づ
い

て
き
て
、
そ
の
手
に
握
ら
れ
た
テ
ィ
ッ

シ
ュ
で
私
の
目
と
鼻
を
押
さ
え
な
が
ら

抱
き
し
め
て
く
れ
ま
し
た
。
い
つ
か
、

周
り
の
み
ん
な
に
も
同
じ
よ
う
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
思
い
や
り
の
あ
る
子

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●南 台
保育園 宇

う

野
の

希
き

生
りゅう

くん

りんご狩り

　保育園の親子遠足で、りんご狩り

に行ったときの様子を描いてくれた

希生くん（６歳）。

　自分で取ったりんごを自宅で食べ

たそうで、「おいしかったよ。また行

きたいな」と笑顔で話してくれました。


